





































ハルハ部の王公に貢納した時期もあった［Кудрявцев: 4 -8, 27-28, 144 -165; Цыдендамбаев: 





著の『ホリ11氏族の民の起源の歴史』Qori-yin arban nigen ečige-yin ǰon-u uγ iǰaγur-un tuγuǰi
（1875年著）［Хори1: 53-172］に関するバドマエヴァの専著［Бадмаева 2007］と、ダムビジャ







aγuyin buriyad nar-un urida-daγan boluγsan anu（以降、ТТあるいは『ホリ・アガ・ブリヤー
ト史』と略す）の専論は未だ現れていないようである。TT執筆時に参照されたワンシグ・



























ションに収められるC366写本Qori kiged aγuyin buriyad nar-un urida-daγan boluγsan anuを底
本とし、F6写本とF87写本を用いて校訂したテキストである［Хори1: 4; Пучковский: 97-














































































baras sar_a-yin arbaduγar er_e sirui morin edürとある。この日は旧暦にして訳すと「癸亥年の甲寅月
の第十番目の戊午の日」なのだが、旧暦の癸亥年甲寅月十日は「戊午」ではなく「丁巳」にあた
り、十一日が「戊午」にあたる。テグルドゥルはこの日をロシアの暦に置換して1863 on-u fibrali 






























トゥメドQori tümed14のバルグ・バートル・ダイチン・ノヤンBarγu baγatur dayičing noyan















14　原文はmongγul-un qoyar tümed「モンゴルの二つのトゥメド」。 現代ブリヤート語訳は下線部を





















ブーベイ・ バートル・ ベイレ・ ハーンBüübei baγatur beyile qaγanの息子のダイ・ ホ






















































大いに尊いツァーリ・ アレクセイ・ ミハイロヴィチ・ チャガン・ ハーン17 sa_a ri 
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ナーАнаа）、クドゥンQudan（ホダンХудан）、トゥグヌイTüngnü（トゥグネТүгнэ）、クル








































29　граф Илирийский Савва Владиславич
30　июнь
シャ・フンドゥインХабанша Хүндүйн）という一人がやってきて、ホリ諸氏族と一
緒になり、 バイカル湖近くに住処を定めていると、1705年に大膳職 stoolniq 23にし

















ピョートル二世）の時、1727年に、３等文官 tayinoi sobiitniq 28で受勲者であるイリリ









































































































（旧教徒 старообрядчество）の住むボリショイ・クナレイ村（ИБ2 : クナレイ村）の存在が言及さ
れている。 クナレイ村が、 トロイツキー修道院であろうと思われる「セレンギンスキー修道院
Селенгинский монастырь」の農民によって形成され［Кудрявцев : 83］、その管轄下にあったことが
指摘されているが［ИБ2 : 104］、この農民がブリヤート人か否かは言及されていない。












































































































51　ダルジャー・ジャヤギーンDarǰa_a J̌ay_a-giin［ТТ: 22］、ダムバダルジャー・ジャヤギーンDamba 
darǰiy_a J̌ay_a-giin［Хори1 : 67］とも記される。現代ブリヤート語ではダムバ・ダルジャー・ザヤー
グィンДамба-Даржаа Заяагын［БТБ1: 20］と書かれる。この僧については若松［1976: 2-4, 6-8; 1980: 
125-126］、ツィレムピロフ［Цыремпилов: 80-85］を参照。























ンХүлэн нуурай дасан）のシレート・ゲロンsiregetü gelong・チョイジ・ジャルツァン・
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